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ガソリンサロゲート詳細反応機構の構築と反応論的ノッキング解明
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ノック抑制コンセプト

• ガソリンサロゲート詳細反応機構の構築
• 0次元~低次元モデルによるノック発⽣機構解明・ノック抑制

Ver. 0 : 初期版
Ver. 1β : ５成分燃料の着⽕遅れ・燃焼速度再現
Ver. 1 : サロゲート混合燃料着⽕遅れ・燃焼速度再現
Ver. 2β : 低温⾼圧着⽕遅れ再検討・ナフテン/含酸素機構
Ver. 2 : プロジェクト最終版

• 低温⾼圧着⽕遅れ再検討
• ナフテン/含酸素燃料機構
• 壁⾯遅延混合モデル
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条件におけるノック抑制による50%熱効率実現のための

いずれも良好に再現
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